
学年
第一部の講演を聞いての

感想

セアまりさん＆盲導犬べぇべとのWS

の感想

松本江理さん＆聴導犬チャンプとの

WSの感想

イベント前後で、障害者や

補助犬への認識の変化は？

中1

障害者の⽅でも趣味や好きなことを

⼤切にしていることを知ってとてもす

てきだなとおもいま

した。また、盲導⽝と機械との差がわ

からず質問しようとしていましたが、

それは⾃分に合わせてくれることとい

う話をされていた時にとても納得す

ることができました。

現在ではこのような障害者向けのた

めのグッズやアプリが発達していると

いうことに驚きました。いつもはそう

いったことを知る機会がないので具

体的にこのアプリではどういったこと

ができるのかや、どういう⾵に使って

いるのかを知ることができとてもよ

かったです。

障害者の⽅のコミュニケーションツー

ルは⼿話だけでなく最近ではスマート

フォンも活⽤できるということがわか

りました。⽂字をほぼ正確に起こして

くれるアプリなど障碍者の⽅にも優し

い世界が少しずつできているという

ことに少しだけ触れられたような気が

しました。

盲導⽝について,⼈間の都合によって

動かされてしまっている⽝というあま

りいいイメージではなく、かわいそう

な⽝という印象が少しありました。で

も実際話を聞いてみるとそんなこと

はなく、オンとオフに分かれていて、

このワンちゃんたちにもリラックスで

きる時間があるというこを知れたこ

とで、障害者の⽅と盲導⽝の⽅の関係

性の良さを知れました。

中２

盲導⽝について、⼈間の都合によって

動かされてしまっている⽝というあま

りいいイメージではなく、かわいそう

な⽝という印象が少しありました。で

も実際話を聞いてみるとそんなこと

はなく、オンとオフに分かれていて、

このワンちゃんたちにもリラックスで

きる時間があるととで、障害者の⽅と

盲導⽝の⽅の関係性の良さを知れま

した。

盲導⽝がいることで、⽣活をサポート

してもらえるだけでなく、⼼の安⼼と

もなっているのがとてもいいなと思

った。⽬が⾒えなくなってしまって、何

も出来ない、これからどうしようとマ

イナスに考えるのではなく、ポジティ

ブシンキングで新しいことにチャレン

ジする姿勢が素敵だなと感じた。全て

の⼈が平等に楽しめるようなツール

(字幕めがね、タッチメモなど)が開発

されていて、テクノロジーの別の世界

を発⾒することが出来たと思う。

今までできていたことが突然できな

くなってしまうことのショックは計り

知れないはずなのに、コミュニケーシ

ョンを今まで以上に多くとったりして

いる姿勢が素敵だなと感じた。例え⾔

葉が話せなくても、ジェスチャーやテ

クノロジーなど何らかのツールを通す

ことで、コミュニケーションをとること

ができると学んだ。

障害者の⽅は⾒た⽬で判断できると

思っていた。けれど、松本さんを⾒た

時、スムーズにコミュニケーションがと

れていたため、健常者の⽅だと思って

しまった。お話を聞いて、障害者と認

識されないことで困ることもあると

知ったから、積極的にサポートするこ

とが⼤切だと思った。会話をするため

には⾔葉が必要不可⽋なツールだと

思っていた。けれど、伝えたい︕とい

う想いがあれば、ジェスチャーやテク

ノロジーなどの様々なツールを通して

会話することも出来ると学んだ。ま

た、2⼈ともできなくなったことをマ

イナスにとらえるのではなく、新しい

ことにチャレンジしている姿勢がとて

も素敵だなと思った。だから、最初か

ら私はできないから…とマイナスに考

えるのではなく、まずはチャレンジし

てみる姿勢を意識していこうと思っ

た。
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中2

補助⽝はあまり⾒かけることないけれ

ど全国では多くいると思っていた。け

れど、全国で800頭くらいしかいなく

てびっくりした。セアまりさんと同じ

ように私は盲導⽝や聴導⽝の訓練は

厳しくて⼤変そうだと思っていた。け

れど、補助⽝は飼い主さんと楽しくて

幸せな⼈⽣を送れていていいと思っ

た。

盲導⽝は道の誘導をしてくれる。けれ

ど、信号の⾊が⾒えないのは確かに不

便。⾃分の⽿に頼って渡ってみるしか

ないと知って、信号が変わったときに

⾳を出す信号機をもっと設置した

ほうがいいと思った。

聴導⽝は全国で数が少ないと知って

びっくりした。⾳が鳴っている場所ま

で正確に連れて⾏けるのもシンプル

に⾒えるけれどすごいと思った。

あまり変わらなかったけれど知識が

増えた。

中２

私は「盲導⽝がすごいのではない。パ

ートナーとの2⼈の協⼒が素晴らしい

のだ。」という⾔葉が特に印象に残っ

た。私⾃⾝、盲導⽝は利⼝でなんでも

できるのだと感じていたが、盲導⽝

とパートナーとなっている⼈とのコミ

ュニケーションがあるからこその素晴

らしさなのだと気づいた。

まりさんとの交流によって、いつでも

他の⼈の⼿助けをできるアプリがあ

るということや、タッチメモという特

殊なペンがあることを初めて知るこ

とができた。多くの⼈の便利のために

世の中の技術を使っていることを実

感し、とても⾯⽩かった。

私は⾳声⾔語の世界に住んでいて、え

りさんは⾳声⾔語の世界から別の世

界になったとおっしゃっていた。私は

⾳声⾔語の世界だけしか知らないた

め、コミュニケーションも⾳が⼤切だ

と思っていた。しかし、今回の交流の

おかげで、ジェスチャーやくちびるの

動き、アプリなどの活⽤によってコミ

ュニケーションができるのだとわかっ

た。そのため、コミュニケーションは

「伝えたい︕」という気持ちが1番⼤切

なのだとわかり、とても素敵だと感じ

た。

私はイベント前、勝⼿に障害者のこと

を「よくわからないから、⾃分はどう

したらよいのかもわからない。⾃分が

関わっては迷惑なのかもしれない。」

などと偏⾒を持っていた。しかし、今

回の交流から、「助けたい︕話した

い︕」という気持ちは⼤切にしてよ

く、障害者の⼈も嬉しいのだとわか

り、とてもうれしく感じた。補助⽝のこ

ともあまり知らず、興味があまりな

かったが、とても賢くて驚いたので、

訓練⽅法などとても興味が湧いた。

中２

補助⽝がその⼈の全てではないとい

うこと。補助⽝がその⼈のある1部だ

けを⽀えている存在だということ。

盲⽬のせあまりさんが、彼⼥なりに⾃

分の⼈⽣の楽しみ⽅を⾒つけていた

ことに⼼を打たれました。盲導⽝と共

に⽣きる⽣活、⽬の⾒えない世界で活

躍するせあまりさんの在り⽅はわたし

にとって⼈⽣の勉強にもなった気がし

ます。

松本さんのお話を聞いていて、⼈には

どうやれば⾃分の意⾒が伝わりやす

くなるのか、⾃分達がこれから⽣きて

いくなかで多種多様な⼈々とどうや

って関わっていくべきなのか、を教え

ていただいた気がしました。

私は補助⽝の区別があまりなかった

ことので、それぞれの⽝達がどのよう

に⽣きているのか、助けているのかを

知ることが出来ました。
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中3 補助⽝にも3つ種類があること。

科学技術の発達が私たちの⽣活をよ

り便利にしていることが特に印象に

残りました。

交流の中で、私たちが話すことは⼀つ

の「⾔語」に過ぎないことであり、多⾔

語が話せない

補助⽝は「おりこう」な⽝ではなく、タ

グを外せば普通の⽝のように過ごす、

障害者のパートナーである、という認

識に変化しました。

高1

補助⽝は障害者の全てを助けるわけ

ではなく、⾏動を⾏う上で必要な情報

を教えてくれる⽝、いわばパートナー

なんだなということがわかりました。

⾳に頼ったり、盲導⽝に⽬の役割とし

て担ってくれたりすることを知れまし

た。視覚がないことで⾃分の周辺が分

からなかったり、⽇常⽣活が充実しに

くかったりするのかなと勝⼿ながら

思っていました。ですが、セアまりさん

はそんなことはなく、⾃分の趣味を⾏

なってらっしゃるので⽬が⾒えなくて

も、挑戦すればやりたいことはたくさ

んできるんだなと感じました。だ

からこそ、⾃分もやりたことにはどん

どんチャレンジしていきたいなと思う

ことができました。

⽿が聞こえない⼈でも⼿話をしなくて

も様々なツールを⽤いてコミュニケー

ションをとっているんだなと思いまし

た。私たちが当たり前に使っている

「声」も決して当たり前ではなく、ただ

⼈と話す上でのコミュニケーションを

する1つの⼿法なんだなということを

思うことができました。つまり、⼈間

は⾔葉でも⼿話でも⽂字でも話すこ

とができると改めて感じることがで

きました。

イベント前は障害者の⼈は「⼤変そう」

と思っていたけれど、確かに「⼤変そ

う」というのは変わらないけれど、そ

れでもどこか不⾃由さはあっても諦

めないで⾃分がやりたいことに熱⼼

でいるのはすごいなと思ったし、そこ

は⾃分が想像していなかったところ

でした。その上、最初は補助⽝は全て

を⼿助けするのかなと考えていまし

たが、イベント後には障害者の側にい

て物事を教えてあげる役割、いわば

パートナーとして存在してくれている

んだなと認識することができました。

高1

私はそもそも盲導⽝しか知らなかった

ため、聴覚⽝や介助⽝について初めて

知りました。また、それぞれの補助⽝

の役割が曲がり⾓を伝える、⾳が鳴っ

たこととなった場所を教えてくれる、

などのようにシンプルであることも初

めて知りました。

セアまりさんには⽇常⽣活で実際に⾏

っている⼯夫を教えて頂きました。

例えば⾳声を保存し読み上げてくれ

るシールや匿名で⼿助けしてもらえる

アプリ、映画や本の⾳声ガイドなどに

ついて教えて頂きました。ちょっとし

た⼯夫が⽣活をより豊かに、よりカ

ラフルにできるのだと改めて感じまし

た。

松本江理さんには伝えることについ

てお話しして頂きました。街中で困っ

ている聴覚障害者の⽅がいた場合の

⼿助けの⽅法を知ると同時に、⾔葉は

伝える為の⼀種のツールに過ぎない

のだと再認識させられました。

例えば聴覚障害者の⽅に⾔葉が伝わ

らなくても、ジェスチャーと組み合わ

せたり、⽂字を使ったり、便利なアプ

リを活⽤したりするなど、他の⼿段を

使い伝えられれば良いのだとわかり

ました。

イベント前は「補助⽝」と聞くと、ペット

で飼われている⽝とは少し違い、特別

な訓練を受けていてユーザーさんを

サポートするというイメージを抱いて

いました。しかし補助⽝ユーザーさん

の⽣の声を聞いて、補助⽝という名が

ついているものの、普通のペットとし

ての⽝の延⻑としてユーザーさんを

サポートするというイメージに近いの

ではと感じました。

だからこそ、補助⽝はユーザーさんの

⽇常⽣活の最低限のサポートを⾃然

にしながら癒しを与えることができ、

そこが⼈間にはない補助⽝の良さな

のではと思いました。
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高1

考えてみれば当たり前のことですが、

補助⽝はナビではない、ということに

驚きました。視覚障碍者の⽅は横断歩

道を盲導⽝に助けられながら感覚で

わたっているということです。

セアまりさんは⾃分の興味があること

に挑戦をしていると感じました。私た

ちからすると「⽬が⾒えないから〜〜

なんてできない」と考えてしまいます

が、そのような壁を無くしていて「不

可能なことはない」と感じられまし

た。また、視覚障碍者の⽅を⽀援する

アプリも教えていただきました。アプ

リなどを使って気軽に直接サポートも

できることを知れたので、調べてみた

いと思いました。

聴覚障害の⽅は⾒た⽬ではわからな

いので私たちが想定しないことで困

ることがあるということを知りまし

た。特に、放送などに気づけないた

め、困っているということに当事者の

⽅が気づけず、周りもわからないとい

うことは考えたことがありませんでし

たが、頻繁に起こる問題であると感じ

ました。今回、聴覚障碍の⽅へのサポ

ートの⽅法なども知れたため、今後そ

のようなシチュエーションになったと

きには活⽤したいです。また、実際に

聴導⽝がサポートをする姿は⾒たこと

がなかったため、印象に残っていま

す。様々なことがデジタル化している

現代でも（補助⽝に限らず）機械には

代えられない良さがあるということ

を考えました。

イベント前には障碍者の⽅には⾝近な

イメージを持っていませんでした。ま

た、無意識に「補助⽝がいるから⼤丈

夫だ」と感じてしまっていたとも思っ

ています。しかし、イベントを通じて気

づいていなくても障碍者の⽅は⾝の

回りにもいて、仮に補助⽝がいたとし

ても助けが必要であることを知りまし

た。また、補助⽝はなんとなく「仕事」

をしているイメージがあったのです

が、ハーネスを外したら普通のかわい

い⽝でした。その切り替え能⼒に驚き

ました。補助⽝も普通の⽝だというこ

とを知ったことで以前よりも優しい⽬

（以前はやはり「補助⽝」というイメー

ジが強かったので「⽝」というよりも

「仕事をしている」という⽬を向けてし

まっていたと思います）で⾒るこ

とができたと感じました。


